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一
、
は
じ
め
に

「
史
記
会
注
考
証
」
（
「
考
垂
）
は
滝
川
亀
太
郎
二
八
六
五
～
一

九
四
六
）
が
著
し
た
「
史
記
』
の
注
釈
害
で
あ
る
。
小
川
環
樹
は
「
滝

川
亀
太
郎
氏
の
『
史
記
会
注
考
証
』
は
、
古
来
の
注
釈
の
集
大
成

で
あ
り
、
同
時
に
現
在
最
良
の
テ
ク
ス
ト
で
も
あ
る
。
テ
ク
ス
ト

の
校
訂
に
は
わ
が
国
に
伝
わ
る
古
写
本
を
用
い
、
注
は
三
家
の
ほ

か
、
清
朝
学
者
の
説
を
採
り
入
れ
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
の
学
者
の

説
を
採
っ
た
。
そ
れ
ら
は
無
条
件
に
集
め
て
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
取
捨
に
は
著
者
の
高
い
見
識
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
（
「
史
記

列
伝
」
第
四
冊
、
岩
波
文
庫
）
と
い
う
ほ
ど
、
最
善
の
注
釈
書
と
し

て
ほ
ま
れ
が
高
い
。
『
扁
鵲
倉
公
伝
彙
孜
』
（
「
彙
孜
」
）
は
、
多
紀
元

簡
（
一
七
五
四
～
一
八
一
○
）
の
著
で
、
元
胤
・
元
堅
の
補
注
が
あ

る
。
考
証
学
の
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
た
注
釈
で
、
江
戸
時
代
を
代
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「
史
記
会
注
考
証
」
と
「
扁
鵲
倉
公
伝
彙
孜
」

の
関
係

宮

川

浩

也

表
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
考
証
』
が
相
当
程
度
『
彙

孜
」
に
依
拠
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
『
考
証
』

の
引
用
者
名
の
誤
り
は
「
彙
孜
」
に
よ
っ
て
正
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
提
示
す
る
。

二
、
引
用
文
の
検
討

『
考
証
』
に
は
、
注
釈
者
名
を
明
記
し
た
引
用
文
三
百
八
十
九

条
）
が
あ
り
（
三
家
注
を
除
く
）
、
巻
末
の
「
史
記
考
証
引
用
書
目
挙

要
」
（
「
引
用
書
目
」
）
で
注
釈
者
名
を
確
認
で
き
る
。

中
国
人
で
は
、
二
○
家
、
合
計
八
十
七
回
引
用
さ
れ
る
。
そ
の

内
「
引
用
書
目
」
に
見
え
る
者
は
十
七
家
で
あ
る
。
「
引
用
書
目
」

に
見
え
な
い
の
は
三
家
で
、
王
引
之
は
王
念
孫
の
『
読
書
雑
誌
』

か
ら
、
蒋
西
谷
は
『
彙
孜
』
の
多
紀
元
胤
注
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

塵
文
英
に
つ
い
て
は
不
明
。

日
本
人
で
は
、
一
○
家
、
合
計
二
○
二
回
引
用
さ
れ
る
。
そ
の

内
「
引
用
書
目
」
に
見
え
る
者
は
七
家
で
あ
る
。
「
引
用
書
目
」
に

見
え
な
い
の
は
稲
葉
元
煕
・
海
保
元
備
・
堀
川
済
の
三
家
で
、
い

ず
れ
も
『
彙
孜
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。
「
引
用
書
目
」
に
見
え

る
も
の
で
も
『
彙
孜
』
か
ら
の
孫
引
と
み
な
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。

滕
惟
寅
（
三
十
七
回
）
、
こ
れ
は
浅
井
図
南
説
で
、
引
用
書
目
に
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『
扁
倉
伝
割
解
』
が
あ
る
。
直
接
に
引
用
し
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
三
十
七
回
の
内
、
多
紀
元
簡
が
一
回
、
多
紀
元
胤
が
一

回
、
多
紀
元
堅
が
三
十
四
回
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
文
章
を
引
用
す
る

か
ら
（
残
り
一
回
は
直
接
の
引
用
だ
ろ
う
が
）
、
ほ
と
ん
ど
が
「
彙
孜
」

か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
証
す
る
例
を
挙
げ
る
。

「
滕
維
寅
日
、
素
間
云
、
黄
帝
間
日
、
有
病
温
者
、
汗
出
、
刺
復
熱
、

而
脈
躁
疾
、
不
為
汗
衰
、
不
能
食
、
病
名
為
何
、
岐
伯
日
、
病
名

陰
陽
交
、
交
者
死
也
、
王
沐
日
、
交
、
謂
交
合
、
陰
陽
之
気
不
分

別
也
」
（
三
十
一
頁
）
の
「
王
沐
日
」
以
下
は
「
割
解
』
に
は
見
え

な
い
。
こ
の
文
章
は
多
紀
元
堅
が
「
滕
惟
寅
日
」
と
引
用
し
て
、

そ
し
て
「
王
沐
日
」
と
補
追
し
た
も
の
を
、
滝
川
が
そ
れ
を
区
別

せ
ず
に
採
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
滕
正
路
（
三
回
）
、
こ
れ
は
浅
井

正
路
説
だ
が
、
滕
惟
寅
説
と
同
様
で
あ
る
。

結
局
、
『
彙
孜
」
由
来
と
考
え
ら
れ
る
注
釈
文
は
、
多
紀
元
簡
（
五

十
二
回
）
・
元
胤
（
二
十
二
回
）
・
元
堅
（
三
十
九
回
）
は
む
ろ
ん
の
こ

と
、
稲
葉
元
煕
二
回
）
・
海
保
元
備
（
二
十
九
回
）
・
堀
川
済
二

回
）
、
そ
し
て
『
扁
倉
伝
割
解
」
の
図
南
（
三
十
七
回
）
・
正
路
（
三

回
）
も
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
八
家
合
計
一
八
四
回
と
な
る
。
日
本
人

の
注
釈
文
の
九
割
が
「
彙
孜
』
由
来
の
注
釈
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
考
証
」
が
い
か
に
『
彙
孜
」
に
依
拠
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
残

る
中
井
積
徳
（
八
回
）
と
岡
白
駒
（
十
回
）
の
二
家
だ
け
が
直
接
の

引
用
で
あ
る
。

三
、
注
釈
者
名
の
誤
記

『
考
証
」
に
引
用
さ
れ
る
注
釈
者
名
に
は
誤
記
が
あ
る
。
大
半
は

『
彙
孜
』
と
関
係
が
深
い
。
そ
の
例
を
挙
げ
る
。
「
多
紀
元
簡
日
、

曲
礼
、
衣
母
擢
、
注
、
擢
、
発
揚
貌
」
（
九
頁
）
は
元
胤
注
で
あ
り
、

「
多
紀
元
簡
日
、
御
覧
注
、
遂
、
音
隊
、
並
与
墜
通
、
正
義
引
素
問
、

今
無
所
孜
」
（
十
四
頁
）
の
「
正
義
」
以
下
は
元
堅
注
で
あ
る
。
注

釈
者
名
の
誤
り
は
二
十
九
箇
所
に
及
び
、
ほ
と
ん
ど
が
「
彙
孜
』

と
関
わ
り
が
深
い
の
で
、
誤
り
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
「
考
証
」
を
利
用
す
る
に
は
、
引
用
状
況
を
「
彙
孜
』

に
よ
っ
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
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）


